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 著者氏名  論文タイトル名 書籍全体の 
 編集者名 

 書 籍 名 出版社名  出版地 出版年  ページ 

中村健太郎, 鈴木
直 

がん・生殖医療に
関する世界の動向 

柴原浩章 
編集 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 142-150 

高江正道, 鈴木直 妊孕性温存の実際
 1腹腔鏡下卵巣
切除術・移植術 

柴原浩章 
編集 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 347-351 

杉下陽堂, 鈴木直 がん・生殖医療の
さらなる発展のた
めに Aがん・生殖
医療連携の地域ネ
ットワークシステ
ムの現状 

柴原浩章 
編集 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 379-383 

杉下陽堂, 鈴木由
妃, 澤田紫乃, 岩
端秀之 ,  五十嵐
豪, 津田千春, 高
江正道 ,  洞下由
記, 鈴木直 

08 卵巣組織のガ
ラス化保存法～Ty
pe M® とOva Cryo
 Closed Device® 
について 

鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 68-86 

白石絵莉子, 洞下
由記, 鈴木直, 岸
祐司, 岡本愛光 

12 卵巣組織凍結
における患者説明 

鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 116-121 

高江正道, 鈴木直 15 卵巣組織凍結
の最新知見 

鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 139-149 

出浦伊万里, 高江
正道, 鈴木直 

16 卵巣組織移植
の実際 

鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 150-156 

岩端秀之, 高江正
道, 鈴木直 

22 人工卵巣 鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 198-205 

中村健太郎, 鈴木
直 

Column 卵巣組織
凍結ならびに移植
技術の“偉人たち” 

鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 260-265 
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鈴木玲子, 鈴木直 Oncofertility(が
ん・生殖医療)の世
界 小児・AYA世代
がん患者の福音に
つながる医療の現
状 

関沢明彦, 
佐村修, 中
岡義晴 編
集 

生殖医療遺伝
カウンセリン
グマニュアル 

中外医学
社 

東京 2021 89-94 

杉下陽堂, 鈴木直 6 がん・生殖医療
の現状 

吉川史隆, 
大須賀穰, 
杉山隆 

産科婦人科疾
患最新の治療
 2022-2024 

南江堂 東京 2021 28-33 

小泉智恵，大野田
晋，杉本公平 

生殖治療と心理サ
ポート 

藤 井 知 行
（総編集）
大 須 賀 穣
（ 専 門 編
集） 

産科婦人科臨
床シリーズ 
『不妊症』 

中山書店 東京 2021 152-162 

小泉智恵 男性患者の心理カ
ウンセリング 

柴原浩章 妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 447-452 

小泉智恵 意思決定支援 鈴木直 がん・生殖医
療～生殖医療
フロントライ
ン 

中外医学
社 

東京 印刷中  

古井辰郎、山本扇
里、飯原大稔、寺
澤恵子、森重健一
郎 

抗がん剤による卵
巣毒性 

柴原浩章編

著 

 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 

 

 

2021 175-182 

 

古井辰郎、福田愛
作、水野里志、山
本晃央、森重健一
郎 

安全管理 柴原浩章編

著 

 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 

 

2021 394-398 

古井辰郎、寺澤恵
子、竹中基記、山
本晃夫、森重健一
郎 

卵巣組織凍結と移
植 

専門編集：

大須賀穣 

総編集：藤
井知行 

産科婦人科臨
床シリーズ4
不妊症  

中山書店 東京 2021 280-289 

古井辰郎、山本晃
夫、寺澤恵子、森
重健一郎 

卵巣組織凍結の歴
史 

鈴木直 卵 巣 組 織 凍
結・移植 

医歯薬出
版 

東京 2021 2-8 

二村 学 末梢神経障害 増田慎三 乳がん薬物療
法副作用マナ
ジメント 

メディカ
ルビュー 

東京 2021 253－257 
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黄海鵬, 高井泰 卵胞発育の最新理
論解説とランダム
スタート法ーなぜ
3日目からの刺激
なのか、ランダム
スタートでどう変
わったか 

 臨床婦人科産
科増刊号「最
新の不妊症診
療 が わ か
る！」 

医学書院 東京 2022 128− 131 

重松幸佑, 髙井泰 がん・生殖医療に
おける妊孕性温存
療法に対する公的
助成制度 

鈴木直 卵 巣 組 織 凍
結・移植 新
しい妊孕性温
存療法の実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 231-239 

重松幸佑, 高井泰 公的助成制度 柴原浩章 妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 384-389 

高井泰 新鮮胚移植 大須賀穣 不妊症 中山書店 東京 2021 245-255 

赤堀太一, 高井泰 卵子幹細胞（oogon
ial stem cells: 
OSCs）を用いた妊
孕性温存法の開発 

柴原浩章 妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 482-489 

片岡明美ほか共
著 

乳 癌 患 者 の 妊
娠・出産と生殖医
療に関する診療
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 2021年
版 

日本がん・
生殖医療学
会編 

こんな時どう
する？他科と
のコミュニケ
ーションガイ
ド 

金原出版 東京 2021  

木村文則 生殖補助医療 

（ART） 

吉川史隆 

大須賀穣 

杉山 隆 

産科婦人科疾
患最新の治療
 2022－2024 

南江堂 東京 2021 169－172 

木村文則 小児・思春期患者
に対する卵巣組織
凍結保存 

鈴木 直 卵 巣 組 織 凍
結・移植 

医歯薬出
版株式会
社 

東京 2021 131₋ 138 

木村文則 CQ30 子宮内細菌
叢検査は生殖補助
医療お成績向上に
有効か？ 

日本生殖医
学会 

生殖医療ガイ
ドライン 

杏林社 東京 2021 112₋ 114 

木村文則 CQ4 子宮腺筋症
の疼痛の取り扱い
は？ 

日本産科婦
人科学会 

子宮内膜症取
り扱い規約 

金原出版
株式会社 

東京 2021 37－38 

木村文則 CQ5 子宮腺筋症
に合併する不妊の
取り扱いは？ 

日本産科婦
人科学会 

子宮内膜症取
り扱い規約 

金原出版
株式会社 

東京 2021 39－40 
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木村文則 乳癌患者の妊孕性
温存に関する経済
的負担 

日本がん・
生殖医療学
会 

乳癌患者の妊
娠・出産と生
殖医療に関す
る診療ガイド
ライン 

金原出版
株式会社 

東京 2021 177－182 

木村文則 災害時における人
的支援とその障壁 

日本産婦人
科医会 

災害時におけ
る周産期医療 

日本産婦
人科医会 

東京 2021 39－40 

木村文則 排卵誘発 内科系学会
社会保険連
合 

標準的医療説
明 インフォ
ームド・コン
セントの最前
線 

医学書院 東京 2021 273₋ 275 

太田邦明、片桐由
起子、森田峰人 

 卵巣組織凍結・移
植の現状 

鈴木直 『新版卵巣組
織凍結・移植』 

医歯薬出
版株式会
社 

東京 2021  25-34 

小野 政徳 卵巣保護（GnRHア
ゴニスト） 

鈴木  直 ,  
森重  健一
郎 ,  高井  
泰 ,  古井  
辰郎 

がん・生殖医
療 : 妊孕性
温存の診療 

医歯薬出
版 

東京 2020 228-233 

寺下友佳代、真部
淳 

移行期医療 黒川峰夫、
朝倉英策、
永井宏和、
張替秀郎、
真部淳 

日本医師会雑
誌特別号 「血
液疾患のすべ
て」 

メジカル
ビュー社 

東京 2022予
定 

 

寺下友佳代、真部
淳 

移行期医療 鈴木直、他 がん・生殖医
療 

中外医学
社 

東京 2022予
定 

 

竹中基記、森重健
一郎 

子宮頸がん治療に
おける卵巣温存手
術(卵巣移植術も含
む) 

柴原浩章編

著 

 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 36-39 
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発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名   巻号  ページ   出版年 

小泉智恵，杉本公平 AYA世代のがん患者への
精神的・社会的ケア 

日本医師会雑誌 150 1598-602 2021 

小泉智恵 がん後の妊孕性に関する
懸念尺度(RCAC):日本語
版の作成 

日本がん・生殖
医療学会誌 

5 119 2022 

新屋芳里，小泉智恵，
正木希世，竹川悠起
子，大野田晋，大坂 
晃由他 

生殖医療施設における特
別養子縁組制度・里親制
度の情報提供について 

日本生殖医学会
雑誌 

66 408 2021 

新屋芳里，小泉智恵，
杉本公平 

生殖医療における心理的
サポート 

医学のあゆみ 278 711-4 2021 

小泉智恵，平山史朗，
奈良和子，古賀文敏，
齋藤益子，杉本公平，
森本義晴 

2020年4月から5月の新型
コロナウイルス感染症(C
OVID-19)拡大下における
生殖医療の受診行動と心
理社会的状況 

日本生殖心理学
会雑誌 

7 6-15 2021 

杉本公平，正木希世，
新屋芳里，大野田晋 

がん・生殖医療を含む生
殖医療での里親制度・特
別養子縁組制度に関する
情報提供 

日本産科婦人科
学会雑誌 

73 S-514 2021 

新屋芳里，小泉智恵，
正木希世，竹川悠起
子，大野田晋，大坂 
晃由他 

生殖医療施設における特
別養子縁組制度・里親制
度の情報提供について 

日本生殖医学会
雑誌 

66 408 2021 

新屋芳里，小泉智恵，
杉本公平 

生殖医療における心理的
サポート 

医学のあゆみ 278 711-4 2021 

小泉智恵，杉本公平 AYA世代のがん患者への
精神的・社会的ケア 

日本医師会雑誌 150 1598-602 2021 

杉本公平，竹川悠起
子 

無月経・希発月経・頻発
月経 

日本医事新報 5108 48-9 2022 

小泉智恵，平山史朗，
奈良和子，古賀文敏，
齋藤益子，杉本公平，
森本義晴 

2020年4月から5月の新型
コロナウイルス感染症(C
OVID-19)拡大下における
生殖医療の受診行動と心
理社会的状況 

日本生殖心理学
会雑誌 

7 6-15 2021 
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新屋 芳里，杉本 公
平，正木 希世，竹川
 悠起子，岩端威之，
重松幸佑他 

「がん・生殖医療と福祉
の協働」に関するアンケ
ート調査報告 第10回日
本がん・生殖医療学会学
術集会における第2回市
民公開講座より 

日本がん・生殖
医療学会誌 

5 44-7 2022 

平松一平，岩端威之，
田中貴士，大坂晃由，
上村慶一郎，岡田弘，
杉本公平 

15歳以下の男児癌患者に
対する妊孕性温存(精子
もしくは精巣組織凍結)
の現状 

日本がん・生殖
医療学会誌 

5 130 2022 

栗原恵，福島麻衣，
松井啓介，石澤亜希，
松本香織，岩端威之，
杉本公平 

小児急性リンパ性白血
病、慢性骨髄性白血病を
発症後、無精子症となり
顕微鏡下精巣内精子採取
術(MD-TESE)を施行し妊
娠に至った1例 

日本がん・生殖
医療学会誌 

5 131 2022 

古井辰郎 ,  竹中基
記, 寺澤恵子, 山本
志緒理, 森重健一郎 

<シンポジウム 3:オンコ

ファーティリティとオン

コヘルスケア>がん患者

およびサバイバーの生殖

機能低下に関する支援の

現状と課題-妊孕性およ

び内分泌学的フォローア

ップ体制- 

日本女性医学学
会雑誌 

28 637-642 2021 

Ono M, Matsumoto 
K, Boku N, Fijii 
N, Tsuchida Y, Fur
ui T, Harada M, Ka
nda C, Kawai A, Mi
yachi M, Murashika
 A, Nakayama R, Ni
shiyama H, Shimizu
 C, Sugiyama K, Ta
kai Y, Fujio K, Mo
rishige K-I, Osuga
 Y, Suzuki N 

Indications for fertil
ity preservation not i
ncluded in the 2017 Ja
pan Society of Clinica
l Oncology Guideline f
or Fertility Preservat
ion in Pediatric, Adol
escent, and Young Adul
t Patients treated wit
h gonadal toxicity, in
cluding benign disease
s． 

International 
Journal of Cli
nical Oncology 

27 301-309 Publish Onli
ne2021 

Takenaka M, Furui 
T, Suzuki N, Moris
hige K-I 

Important Factors of S
uccessful Pregnancies 
and Deliveries After A
bdominal Radical Trach
electomy for Early-sta
ge Cervical Cancer; Si
ngle-institution Exper
ience. 

Journal of Gyn
ecology and Ob
stetrics 

9(6) 243-246 2021 
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小関道夫、安江志保、
猿渡沙緒理、山本崇
裕、兼村信宏、古井
辰郎、大西秀典 

岐阜県における小児AYA
世代に対する取り組み～
AYA WEEK を通じて～ 

AYAがんの医療
と支援 

1(2) 77-78 2021 

Manabu Futamura, K
azuhiro Yshida. 

Current status of AYA-
generation Breast Canc
er: the trends of the 
world and Japan. 

Int J Clin Onc
ol 

27 16-24 2022 

Manabu Futamura, Y
oshihisa  Tokumar
u, et al. 

MIEAP, a p53-downstrea
m gene, is associated 
with suppression of br
east cancer cell proli
feration and better su
rvival. 

Am J Cancer Re
s  

11 6060-6073 2021 

Manabu Futamura, M
ari Oba, et al. 

Meta-analysis of nanop
article albumin-bound 
paclitaxel used as neo
adjuvant chemotherapy 
for operable breast ca
ncer based on individu
al patient data (JBCRG
-S01 study) 

Breast Cancer 28 1023-1037 2021 

Manabu Futamura, K
azuhiro Yshida. 

Current status of AYA-
generation Breast Canc
er: the trends of the 
world and Japan. 

Int J Clin Onc
ol 

27 16-24 2022 

鈴木 直, 古井 辰, 
高井 泰 

小児・AYA世代がん患者等
の生殖機能温存に係る支
援における対象者数およ
び最大助成金額に関する
試算2020(令和2年度厚生
労働科学研究補助(がん
政策研究事業)研究班成
果報告) 

日本がん・生殖
医療学会誌 

5 (1) 30-38 2022 

新屋芳里 ,  杉本公
平, 正木希世, 竹川
悠起子, 岩端威之, 
重松幸佑 ,  小泉智
恵, 高井泰, 石原
理, 岡田弘 

「がん・生殖医療と福祉
の協働」に関するアンケ
ート調査報告 第10回日
本がん・生殖医療学会学
術集会における第2回市
民公開講座より 

日本がん・生殖
医療学会誌 

5 (1) 44-47 2022 

重松幸佑, 高井泰 日本がん・生殖医療登録
システム(JOFR)年次報告
と今後の展望 

日本がん・生殖
医療学会誌 

5 (1) 39-43 2022 

https://link.springer.com/journal/10147
https://link.springer.com/journal/10147
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Futamura+M&cauthor_id=33811599
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Oba+M&cauthor_id=33811599
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Oba+M&cauthor_id=33811599
https://link.springer.com/journal/10147
https://link.springer.com/journal/10147
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高井泰, 中村永信 【「医薬品の投与に関連
する避妊の必要性等に関
するガイダンス」に係る
基本的考え方と今後の課
題】医薬品の投与に関連
する避妊の必要性の考え
方(女性) 

レギュラトリー
サイエンス学会
誌 

12 (1) 63-73 2022 

Tozawa A, Kimura 
F, Takai Y, Nakaji
ma T, Ushijima K, 
Kobayashi H, Satoh
 T, Harada M, Sugi
moto K, Saji S, Sh
imizu C, Akiyama 
K, Bando H, Kuwaha
ra A, Furui T, Oka
da H, Kawai K, Shi
nohara N, Nagao K,
 Kitajima M, Sueno
bu S, Soejima T, M
iyachi M, Miyoshi 
Y, Yoneda A, Horie
 A, Ishida Y, Usui
 N, Kanda Y, Fujii
 N, Endo M, Nakaya
ma R, Hoshi M, Yon
emoto T, Kiyotani 
C, Okita N, Baba 
E, Muto M, Kikuchi
 I, Morishige KI, 
Tsugawa K, Nishiya
ma H, Hosoi H, Tan
imoto M, Kawai A, 
Sugiyama K, Boku 
N, Yonemura M, Hay
ashi N, Aoki D, Su
zuki N, Osuga Y 

Correction to: Japan S
ociety of Clinical Onc
ology Clinical Practic
e Guidelines 2017 for 
fertility preservation
 in childhood, adolesc
ent, and young adult c
ancer patients: part 2 

Int J Clin Onc
ol 

27 (3) 635-637 2022 
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Tozawa A, Kimura 
F, Takai Y, Nakaji
ma T, Ushijima K, 
Kobayashi H, Satoh
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